
Copyright (C) CHUBU Electric Power Co., Inc. 

 

2013 年 10 月 28 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 放射線管理区域内で着用した衣服等の防護具を洗浄する装置で使用した活性炭を、廃棄処

理するために焼却炉へ供給する装置です。 

※2 国への報告基準とは、370 万ベクレルです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

廃棄物減容処理装置建屋（第 2 建屋）(放射線管理区域内) 

における活性炭を含んだ水の漏えいについて 

発生年月日 

 

 

 2013 年 10 月 28 日 

 午前 8 時 10 分頃、浜岡原子力発電所 2号機の中央制御室に「廃棄物減

容処理装置建屋故障」の警報が点灯し、廃棄物減容処理装置建屋の制御

室に廃棄物減容処理装置建屋（第2建屋）2階の第2焼却炉雑固体取扱室

内での漏えいを示す警報が点灯しました。このため、ただちに廃棄物減容

処理施設で委託運転員が現場を確認したところ、廃活性炭供給装置※1 の

洗浄水が、それを受けるためのドラム缶からあふれ、ドラム缶の周りに約

2.5 リットルの活性炭を含んだ水が漏えいしていることを確認しました。 

 活性炭を含んだ水に含まれる放射能量は約 17 ベクレル（国への報告基

準※2の約 20万分の1）でした。 

 活性炭を含んだ水は拭き取りにより、適切に処理をおこないました。 

  

 廃棄物減容処理装置建屋（第 2建屋）（放射線管理区域内） 

お知らせ基準 

運転情報「表 1-2 管理区域内において、放射性物質を含む機器等から

の水の漏えいを発見したとき（但し、1 リットル程度に至らない微少な漏え

いを除く）。」に該当します。 

発生時の状況 

 
本事象による外部への放射能の影響はありませんでした。 

また、当社社員、協力会社社員に計画外に放射線を受けた者はいませ

んでした。 

放射能の影響 

今後、漏えい原因の調査をおこないます。 今後の対応 

発生場所 

【廃活性炭供給ライン洗浄工程】 

①あらかじめ溜められた洗浄ドラム缶

内の洗浄水（脱塩水）にて、廃活性

炭供給ラインを洗浄する。 

②洗浄水送水ラインから、洗浄ドラム缶

に洗浄水を溜める。 

③洗浄水送水ラインから第 2 焼却炉へ

向けて送水し洗浄する。 

④洗浄水送水ラインから廃活性炭供給

ラインを洗浄しながら洗浄ドラム缶内

に水を溜める。 

http://www.chuden.co.jp/resource/energy/hinf_about_02_1.pdf

